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教育的雰囲気
鶴 弘 道
ニチュケ(AoN itschke )はシュピッツ(R. Spitz)の報告として次のよ
うな例をあげているO
A， B二つの施設があり，そ乙で多数の乳幼児が4才まで育てられた。
両施設とも栄養，医療，衛生状態等の外的条件は同じであった。違う点は，
Aでは母親が(との場合刑務所に服役中の母親なのだが)子供の世話をし
たのに対し Bではごく少数の寮母が子供の面倒をみた。 Aでは普通の家
庭と同じように母親の愛情が注がれた。 Bでは最小限の世話がなされただ
けだった。結果は Aで・は，子供たちは普通の子と同じように立ち，走り，
遊び.話すようになった。嬉しい時は喜び，悲しい時は大いに泣いたO 病
気になった場合も大事にいたることはさほどなかった。 4才までに多数の
子のうち，死んだのは l人だけだった ο
それに対しBの子供たちは喜怒戻楽の感情表出が乏しく，身体的成長志
悪かった。そのうちの 1人は特にひどく 4才lとなっても 1才の子と同じ
体重だった。彼らの精神的発達は悪かった。多くの子が一人で着たり食べ
たりすることができなかった。またしゃべれなかった。表情K生気がなく，
精神薄弱児のような子が多かった。病気になると， とかく重くなりがちで
あった。外的環境はよかったにもかかわらず 2年間で91人中35人が死ん
だ(l. 10-11 )。
この事実は何を物語るか。ニチュケは勿論母親の愛情の大切さを言おう
としているのであるが， ζれを本稿の考察Iζ引きよせて言うならば，教育
的雰囲気に欠けるものがあったということになる。雰開気という場合，そ
れは良いにこしたことはないという程度に軽くとられがちだが， ここでは
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そういう軽い意味にではなしそもそも教育がうまくいくには絶対K必要
な根本的条件という意味で使いたL、。人が集まるところでは必ずそこに伺
らかの雰囲気がうまれる。好ましい雰囲気の場合もあるだろうが，人々を
抑圧するような重苦しい雰囲気もあるだろう O 教育の場では教師と生徒と
で或る雰囲気を作るO 家庭では両親と子供が作るO だれしも子供が明るく
伸び伸びと育ってくれることを願わぬ者はなし、。子供がいつも何かにおび
え，青い顔で元気がなければ，親や教師は心配する。それ程ではなくても，
世の中にはあまり良い状態で育っていないなと思える子供が沢山いる。安
定感をもって健全に育つ子とそうでない子との差はどこから生まれるのだ
ろうか。それを生む雰囲気に差があるKちがいない。で、は教育的Iζ望まし
い雰囲気とはいかなるものか。これが本稿の考察の主題である。
望ましい雰囲気といっても， これを広く解すればL、ろいろのものがあげ
られねばならぬが， こ乙では主として感情的側面に的をしぼって考えたい。
とはいっても， 乙れとの関連において教師や親の具うべき徳についても触
れなくてはならぬし，それ以前のいわゆる根本的雰囲気についても述べな
くてはならぬ。いずれにせよ考察は二つの面に分けてなされる。一つは，
親や教師が子供Iζ接するさいの態度，心のあり方であり，他は，子が親や
教師に対する場合のそれである。両者はもともと一つであって，それが一
緒になって或る雰囲気を作るわけだから，分けては考えられないのだが，
分析のさいは，多少の不自然さはあっても分けて考えねばならない。
そこでまず子供の側から乙の面をみていきたい。一一以下の考察は主と
してボルノウの説を引用しつつ行なった。そのさい私の言葉によって言い
かえたり，つけ加えたりした点が多く，必ずしも原文どおりではない乙と
をあらかじめお断りしておきたし、。特に注釈を加えたり，私の考えをのべ
たところは C Jで示した一一一。
子供の側からの考察
(1) 安定感
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たとえ外で疲れはてても，家Iζ帰ればゆっくり休めるということは大人
にとっても大切であるが，子供にとってもまたしかりである。外では嵐が
ふきすさんでいても，内では自己をやさしく包んでくれる人がいること，
その人の懐のもとで安心して憩えることは，子供が健全に発達するための
重要な前提条件である。親は子をやさしく包み，子は親に全幅の信頼をお
く。乙のような信頼感，安定感がないならば、子供にとって乙の世は脅威
にみちた志のと思えるにちがいない。そこでは子供は生きる力を失い，何
らの希望もなく萎えしぼむであろう(s ， 18 ) 0 
このような信頼感はまず母親の愛情を通して徐々に獲得される。子供が
伺かにおびえて泣く時，母親はその子をやさしく腕にだき，ほほえみかけ
る。そこに信頼の芽がめぼえる(m • 346 )とぺスタロッチはのべているが，
ニチュケもまた次のようにのべている。「母親は，その子どもを気づかう
愛情によって，信頼できるもの，頼りになるもの，明るいものの空聞をっ
くりだす。その空聞に引き入れられるものはすべて所を得，意味をもち，
生き生きとなり，親密で身近かで，親しみやすいものとなる」と(1.13)。
父や母の愛情を通して乙の世への信頼は獲得され，心の目が聞かれていく
のaである。子供がまだ幼い場合は，父や母I乙対する信頼は絶対のものであ
る。それがやがて徐々にくずれきる。子供が次第に大きくなり，視野が広
くなるにつれて，親もまたいろいろの欠点をもっ人間であることを知る。
思春期が近づくにつれて，次第に自立への歩みをはじめる。時には親の弱
点を痛烈K批判し反抗する。でも乙れは大局からみれば一時の反抗にすぎ
ない。彼にもやはり愛情lとみちた家庭は必要で・あり，何ものにも脅やカ〉き
れずに安心して憩える空聞が必要である。両親に対する絶対の信頼はもは
やないかもしれないが，信頼できる伺ものかが必要であることに変りなL、。
特定の者への信頼から一般的なものへの信頼へ移行する必要が生じる。人
は成人するにつれて，生きているのは自分の力だけではないことを知る。
いろいろの人民支えられて生きているのだということを自覚する。大自然
、によっても多大の恩恵をうけて生きているのだということを痛感する。こ
うして感謝と信頼は大きな一般的な形に変る。もちろん乙の世は暖かさだ
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けにみちているものではなし、から，この信頼と感謝は時にもろくもくずれる
ことはあるが，生きていること自体への感謝，自分を包み支えてくれるも
のへの信頼は抽象的な形てeで、はあっても心の底に確立される。あるいは神
への感謝と信頼という形をとることもあるかもしれなL九しかし，いずれ
にせよこのような形ででは，子供の時代の絶対的な安らぎの感情は得るこ
とはできなL、。これは或る面では当然かもしれない。人聞の悪の面， この
世の恐ろしさを知ったからには大人はそう単純には安定!惑をもらえない。
でも人が健全に生きていくためには何らかの形での信頼感，安定感，安ら
ぎの感情が必要である。では， それはいかにして得られるか。ポルノウは
それを二つの面から考察している。一つは空間的側面から，他は時間的側
面からである(注 1)。
そこでまず空間的側面から考えてみたい。このことはすでにのべた乙と
であるが，小鳥が脅威にみちた外の世界から巣Kかえって憩うように，あ
るいは，外洋の荒海にもまれた船が港l乙帰って憩うように，人もまた誰に
もさまたげられない憩いの場所が必要である。そこは家族のものが心おき
なく寛ぐ場であり，見なれた家具がきちんと整理されている所である。そ
こで人は疲れた体をやすめ，やさしい言葉をかわす。人が健全に生きるた
めには，かかる砦が必要なのである。これは大人にだけでなく子供にも必
要である。否，子供はまだ外のきびしさに耐えるだけの力を持たないだけ
iζ一層必要である。自己の域をもちたいという欲求はすでに小さい頃にも
芽ぼえる。遊びの中で彼らは好んで自分たちだけの城を築く。ある時はオ
モチャで，ある時は木ぎれで，ある時は穴をほって。これは人が生まれな
がらにもつ基本的欲求であるo いつでも安心して帰れる空間をもつことが，
子供がすこやかに成長するための基本的条件であるのなら，この芽ばえは
大切に育てられねばならない(H . 20-26)。
乙のことは時間的側面についてもいえる。時は流れるままにほうってお
注 1 時間的側面については，ボ、ルノウは乙の箇所ではふれていないが，彼のその
他の論文をみると，乙乙で乙の側面にふれでも，さほど無理ではないように
思える。
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くと，伺の変化もなく単調に無限のかなたへと流れる。それはいわば表情
のない顔である。そのような流れの中では人は住むことができない。時の
流れを住める形に変え，その中で憩うことを我々は学ばねばならな ~"\o そ
のためには，時の流れを円環運動に変えねばならない。具体的には， 日曜
を節として，月曜から土曜へ，そしてまた日曜へというように，循環する
形民時の流れを変えるのである。ウイークデーに人は働き，時lζ争い，そ
して日曜をむかえる。そこで人々はゆっくりと疲れた体をやすめ，心に潤
いをとりもどして，また月曜日からの時の流れに身を投じる。乙うして時
ほ表情のある顔となり住める時間となる。否，大きく見ると一年もまたさ
まざまな節をもっている。祝日から祝日へと節がつけられ，個人的には，
誕生日あり，結婚記念日ありで，そこでもまた節がつけられる。その点昔
の方がもっと豊かであったように思える。米がとれたといっては収穫を祝
い，お盆がきたといっては踊り，春l乙豊作のための供え物をするというよ
うに。いずれにせよ，人は昔から時の流れにさまざまな変化をつけ，そこ
で憩ったの人が健全に生きるためには，時の流れの中であえぐのでなく，
真に憩うことを知らねばならなL九 ζのことは人が健全に成長するための
前提条件でもある(lV . 203 -226 )。
(2)楽しい気分
教育の前提条件として次に楽しい気分についてのべたい。ここで言う気
分とは，気分が向くとかむかないとかいった軽い意味ではなく， この世に
対する姿勢を根底から規定する心の状態という深い意味で使いたい。気分
は厳密には細かく分けて考えねばならぬが，大きくは，明るい気分，高揚
した気分と暗い沈んだ気分I乙分けられる。明るい気分の時は乙の世はパラ
色に思える。それに対し，暗い気分，沈んだ気分の時はこの世は闇となる 3
大きな不幸が襲った時，あるいは体が不調の時，我々はよくこの気分を経
験する。〔あるいは体質的にずっと乙の気分で生きている人もいる〕。そ
んな時人は自己の殻にとじこもり，周囲のものと接触をたちたいと思う O
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あたかも太陽の光が不足する植物のように，そとでは人々の生きる力，成
長する力は萎えしぼむ。それに対して，浮きうきした気分の時，高まった
気分の時は， ζの世はあたかもパラのように思える O そこでは人々は自分
から心を聞き，いろんなものに興味を示す。そして積極的に周囲のものと
接触したいと思う。人々はそこで生きる喜び，活動する喜びを得る。楽し
い気分は心の力を大きく解放し，成長を促す。
乙の気分も乙まかく見るといろんな型がある O はしゃぎたいような気分，
快活，喜び，幸福，静かな浄福といったよう fしこれらはそれぞれにその
性格がことなり，深さも違う。したがって人々に作用する力色乙となる。
馬鹿げた騒ぎ，ナンセンスな言動はとかく先生がたからうさん臭い目でみ
られがちだが，それほど馬鹿げてもいない。否，時としては有益ですらあ
る。というのは，笑いが生じると乙ろ，人々の心の壁はとりのぞかれ，心
が一体となるからである。教室は ζれとは逆の傾向をもっ。教育は理性的
行為であり，真面白きを強調するからである。 ζζlと教室特有の大犠なあ
の暗い雰閲気が生じる。暗さ，大儀さは健全な発達にとっては有害である O
くそまじめ，暗さは教師の職業病である。これは彼らの仕事の性質からき
ている。見る目をもっ教師はこの点に注意し， この危険に落ちいらないよ
うにしなくてはならない。快活な教師，若い教師のみが楽しい雰囲気を自
己のまわりにふりまき，生徒たちの心をひきつける。これは意識して努力
しでもできるものではなL、。出来ないまでも， もし子供たちの中から楽し
い雰囲気がうまれた場合，それを暖かく受けいれ助長するだけの心の広さ
はもちたいものだとポルノウはのべている(1 • 26 -29 )。
子供たちは特別ゆがめられなし、かぎり，本来明るく快活である。言うなれば
朝のような気分のもとに生きている。彼らにとって未来は美しいもの，幸
福を約束してくれるものである。彼らはあらゆるものに心をひらき，一切
のものを自己の中にとりいれようとする。彼らはし、ろんなものを学びたい
と思い，少しでも強く大きくなりたいと思う。教育は成長を助けること，
彼らの内部にあるものを引きだすことだとし、われるが，彼らの中氏成長を望
む強い願望，学びたいと思う強い欲求がないなら，それは不可能である。
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この欲求を支えるもの，それは未来への強い期待感である。そして， この
期待感を背後から支えるものが朝のような気分であり，快活な気分である。
この前提が欠ける場合，つまり若者にとって未来がつまらぬもの，たい
ぎなものに思える場合，彼らは発展することができなb、。彼らは萎縮せざ
るをえとn、。その時教育は頼るべき手がかりを失う。希望のなさは，力強
く伸びようとする生命を窒息させる。彼らに希望を与えること，それが失
われようとする時は支えてあげること，乙れが教師や親の任務である。
子供や若者は大きな期待感をいだいて前へっき進む。時には実現できそ
うもない夢の世界を描く O でもこれはやがて現実の前にもろくも崩れきる。
生きている過程で人々は幾度となく失望し，挫折する。そして現実を知る
にいたる。醒めた目で未来を見るようになる。それでも若者はあふれる生
命力で夢を見，前へっき進む。年をとるにつれてその生命力はおとろえるつ
未来は次第にその魅力を失う。人々は次第に夢をみなくなり，やがて伺も
期待しなくなる。乙うして人は老いていく。
失望落胆は世のならいだからといって，若者の期待感を無視してよいわ
けではなし、。若者はこの期待感をパネに伸びていくのだから。彼らが今何
を思い何を期待しているかをまずよく知る必要がある。そしてそれが実現
するよう極力配慮すべきである。配慮するといっても期待は無限にかなえ
られるわけではとよL、。失望におわることが多L、。人の力には限りがあり，
乙の世にはいろいろの制約があるのだから……。だからといって，それは
落胆K終る必要はない。失望あるところには生命の躍動はないのだから。
要は期待がかなえられるにせよかなえられないにせよ，それと期待との聞
にバランスをとることである。人が健全に成長するためには乙のバランス
が必要である。それを配慮するのが親や教師の役目といえよう (H • 29-
37 )。
(3) 感謝と服従
教育がうまくいくための条件として，次に感謝と服従があげられねばな
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らない。しかしここでただちに次のような疑問がわくかもしれない。子供
は意識して感謝しつつ生きるものだろうか。むしろ服従しないことの方が
多いのではなL、かという疑問である。たしかにこれは一面では正しい。で
も大きくみれば，やはり子供は感謝しつつ生きている。ただそれがさほど
意識されないまでである。彼らは親や教師Iζ大きく包まれて生きている。
そ乙では愛情が注がれ，いろいろの保護が加えられる。そこで彼らは特に
意識しないまでも感謝のうちにすCしている。たしかに彼らは時に反抗す
るが，、それをとりあげて彼らを反抗するものときめつけるのは極端すぎる O
乙の無意識の感謝はいつかはくずれきる。人:は二度反抗期を通りすぎる
といわれているが，そ乙では彼らは伺ものにも感謝せず自分の力だけで生
きたいと思う。こうして人は自立し成長するものであるが， もし健全に成
熟すべきなら， もう一度感謝することを学ばねばならなL、。
この乙とは服従についてもいえる。子供たちは特に意識することなく服
従する。一部の人は，子供にとって服従はそうたやすいことではないとい
うが， 乙れはあやまりであろう。感謝がそうであるように，服従も彼らに
とっては自明のことである。むしろ彼らは親や教師の要求Kζ たえること
に喜びを感じる。そして少しでも大人と一体になろうとする O 大人の考え
を身につけ，大人のようになりたいと願う。ここに成長のパネがある。む
ろん，いつも従順であるのではない。時に反抗をする。でもそれは大きく
は，一時のはみだしである。反抗し服従しない時，彼らの心は決してみた
されてはいなL、。やはり大人の要求に乙たえ，周囲と調和をたもって生き
る時はじめて幸せと感じ，やすらぎをうる。
服従は教育の一つの重要な条件である O これによってのみ，彼らは大人
の世界へと成長する。だからこれは教育的に十分配慮されねばとよらなL、。
服従と感謝は互に密接に関係している。感謝あるところにのみ，真の服従
はある O かかる服従あるところにのみ感謝は完成する O
先にものべたように，協謝と服従はいつかは必ずくずれきる。彼らが自
立への道を歩む時，必ず一度は通らねばならぬ道である。それは思春期に
典型的にあらわれる O 彼らは何にも頼らず，自力で生きたいと願う。そこ
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には幾多の反抗があり不満がある。でも不平と反抗がいつまでも続くとこ
ろ，教育は不可能である。教育が可能なためには， もう一度感謝と服従を
回復せねばならな~\o そのためには幾多の配慮と忍耐が必要で、ある。人が
真l乙成熟するためには， もう一度感謝し服従することを学ばねばならぬ。
でも青年期以後の服従は子供のころのそれとはちがう。若者は子供のよ
うに素朴に全面的に服従するのではなし、。すぐれたものに対してのみ従う。
知識の面で，あるいは人格の面ですぐれたものに対してそのつど畏敬の念
をもって従うのである O
これに対して感謝は若干ことなる。彼らは勿論個々のものにそのつど感
謝をする。でもこれだけで感謝は完成するのではなし、。人が成熟するには
もう一度素朴に感謝することを学ばねばならなし、。あたかも子供のそれの
ように。我々は幾多の人々に支えられて生きており，大自然の思恵をうけ
て生きている O そのことがわかり，生きていること自体に感謝できる心境
となってはじめて，真の感謝は完成する(n •37 -41)。
(4)尊敬
これに似たことが尊敬についてもいえる。尊敬にもいろいろある。子供
の素朴な尊敬から，少年少女の熱狂的な尊敬，さらには青年たちの優れた
ものに対する冷静な驚嘆にいたるまで。子供たちは本来賛嘆したいとか尊
敬したいとかいう欲求をもっている。教師や親の知識に対し，あるいは人
格に対して・…・・。反抗期にある若者は一見伺ものも尊敬しないように見え
るが，彼らとて教師や親に決定的な欠点、をみることを喜ぶものではない。
尊敬できる人に接し，その人から学びたいという欲求に変りはなし、。尊敬
する人からは伺の抵抗もなく学べるものである。彼らは尊敬する教師に認
められたいと願う。教師や親が示す要求に耐えうる自己でありたいと願う。
そしてその高さまで高まろうと努力する。乙れが成長のパネである。この
パネがあってはじめて教育は可能となる。乙の尊敬の感情は大切に育てら
れねばならない。一見理性的な雰囲気のもとに行なわれているかに見える
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教室の授業も根底にはこの非合理ともいえる感情がないとうまくいかない
( s .41 -43 )。
E 教師の側からの考察
(1) 子供に対する信頼
これまでは子供の側から見てきたが，次l乙親や教師の側から見てみたい。
乙れもいろいろの面に分けて考えねば主らなL、。全体的な雰囲気から，子
供に対する親や教師の態度，あるいは親や教師が身につけるべき徳にいた
るまでいろいろある。これらは互に関連しているのではっきりとは分けら
れないが，まずは望ましい全体的雰閤気としての信頼について考えること
からはじめたL、。
これは二つの面に分けて考えられる。一つは，子供に対する全面的信頼
である。これは子供がどんなに劣っていようと，親や教師の期待l乙反した
ことをしようと，絶対に見捨てない大きな愛とでもいえる信頼である。他
は，子供?と対する親や教師の思いである。あの子は頭が悪いとか，あの子
はもうどうしようもないとか，あの子は利発な子とかいう思いである。こ
の思いが子供をだめにしたり，良くしたりする力をもつことは普段あまり
意識されないが，意外に大きな影響力をもっている。このことの考察から
まずはじめたし、。
(イ)思いと信念(Meinung und Glauben) 
ハルトマン(N. Hartmann)の言葉K，信念は創造的力をもっ。それが
信じると乙ろのものを他の人の中からひきだす。信念は人を変える， とい
うのがあるが(v . 429) ， この場合の信念はここで言う「思い」に相当す
る。周囲の人々が思うところのものに人はなる。実際思いや信念は人を変
える。良くも悪くも，その思いのとおりに。このことは人全般にあてはま
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るが，子供の場合特にそうである。彼らはまだ内部が固っていず，外部の
影響を受けやすいからである。乙乙lζ教育的lζ大きな責任が生じる。教師
の思いや信念が，子供の中lと良き力を生みだす。彼が良い子，おりこうな
子と思えば， 乙の信念によって子供の中にそのような力がよびさまされ，
強められる。子供は教師の思いや信念に応じて，そのようになる。乙の逆
もいえる。教師が子供をうさん臭い目でみ，あまり評価しないならば，乙
の疑いによって，子供の中に悪い面の力が目覚まされ強められる。教師は
子供をとかく疑いの目で見がちだが，この不信は教師の職業病とでもいえ
るものである。不信は逆の意味での大きな力をもっ。乙れによって子供は
かたくなになり，伸びる力を妨げられる。こ乙lと教師の大きな責任が生じ
る。我々はとかく第一印象でその人を判断しがちだが，教師の場合それは
私事ではすまなL、。大きな影響力をもっ。たとえそれを口で表現しなくて
も，彼が，思っていることは態度に現われ，子供の発達にはねかえる。子供
がどのように伸びるかは教師や親の信念に大きくかかっている(n .46-
48 )。
(同全面的信頼
これは相手が信頼しうるものをもっているが故に信頼するといったドラ
イな信頼ではなく，相手がたとえ大きな欠点をもっていようと，あるいは
こちらの期待に反することをしばしばしようと，いつまでも見捨てず，相
手の成長を見守る大きな愛にも似た信頼である。だからといって盲目愛と
も乙となる。盲目愛は相手のことはおかまいなし乙ちらの満足のために
愛する愛である。
子供はL、ろいろの欠点をもちつつ成長する。また親や教師の期待に反し
た言動をすることもしばしばである。そうしたことのあとで子供が今度か
らきっと言うことをきくからとか，悪い乙とをしませんからと約束する場
合，親がお前はつまらんとか， もうお前の言うことなんか信用しないとい
えばどうなるだろう。子供は落胆して向上する意欲を失う。今度はきっと
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親や教師の期待にそおうと思っていても，そのようにつっぱねられると，
その意欲を失う。人があることを決意したり約束したりする場合，それを
やりとげる力は，その背後にそれを大きく信頼する人の目があってはじめ
てその支えをうる。もし冷たくつっぱねられた場合その力はなえる。
人はいろいろの欠点をもち，悪への傾向をもっている。それでも信頼す
ることは大きな賭であり冒険である。官険であってもなおかつ我々は信頼
しなければならなL、。子供は背後から大きく支えてくれる信頼なしには，
健全には伸び、ていけないからである。
どうせ裏切られるかもしれないというので，親や教師の方も表面だけと
りつくろって信頼したふりをしても，それは真の力とはならなL、。やはり
誠実に心の底から信頼してはじめて，それは力となりうるのである。乙の
徳も口で言うのはやさしいが身につけるのはbずかしし、(n .49← 51)。
(2)教育者の徳
付)教育愛
〔教育的雰囲気を考える場合，教育愛を除外しては考えられとfいが，乙
の件についてはポルノウは乙こではあまり紙面をきいてはいなL、。察する
に教育愛といっても，それは具体的には今まで述べたこと， これからのべ
ることの中に含まれて現われるので，ここで改めて砂くる必要がと(t、からかも
しれなL、。ただ教育愛という言葉は不注意l乙使われると，プラトン的なエ
ロスの意味にとられたり，キリスト教的な隣人愛(Caritas )の意味にと
られたりする危険性があると指摘し，それとの関連で教育愛の何たるかに
ついてのべているだけである。彼は次のようにのべている〕。
プラトン的な意味でのエロスは，すぐれたものへの愛，精神的身体的に
完全なものへの愛で、ある。それは憧慢的な愛である。それにはまた排他性
がともなう。だからそれはすぐれた魂や体を尊敬しつつあこがれる愛であ
り， しかもただそれのみを愛そうとする愛である。それに対して教育愛は，
すぐれたものも劣れるものもすべてを平等に愛し，引き上げ良くしようと
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する。
他方，キリスト教的な隣人愛は貧しいもの，劣れるもの，弱いものに対
する憐れむような愛である。その顕著な例は聖書のサマリア人の愛にみら
れる。教育にもこのような要素はある。教師は生徒に対して優越性を有し
ており，彼らを見下げるような面も若干もっている。でもそれは憐れみと
か同情とは異質のものである。
とはL、ぇ，教育愛にもエロス的面と同情的な愛があるのはたしかである。
これを否定しさることはできない。けれども教育愛はもっと自然のもので
ある。劣れるものも優れるものもすべてを愛し，引き上げようとする愛で
ある(n . 52-54 )。
(ロ)忍耐
「立てば歩めの親心」という言葉があるけれども，親は子がすこしでも
はやく成長すれば喜ぶ。乙れは伺も身体的面l乙限ったことではなし、。精神
的面，知能的面においても，はやく事をマスターすれば，それだけ親の喜
びは大き L、。子の成長には常に親や教師の期待が先行する。先行するのが
悪いのではなL、o' それはそれで子供の成長を刺激する面をもっ。で色乙れ
が度をすぎると子はその期待のもとにあえぐことになる。中には親の期待
が大きすぎて，押しつぶされそうになっている子もいる。乙の子に対して
はどの程度まで期待してよいのか，乙れ以上期待しては重荷になるのでは
ないかという見きわめが大切である。期待が先行しすぎ，その子の将来ま
でも或る枠の中にはめすぎると，子供の可能性をせばめることになる。い
つ，どのような形で別の可能性がめばえぬとも限らぬのだから……。
期待しすぎが悪いというので逆に無関心になってよいわけではない。期
待をこめて暖かく子供の成長を見守りつつも，その子が持ち味を発揮しつ
つ成長するのを待つ雅量が大切である。乙乙l乙忍耐の徳が必要となる。忍
耐は待つ心，待ちうる能力である。事がなるのをじっくりと待つO その逆
はあせり，いらだちである。急ぐ心で、ある。急いで事がなることもある。
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職人は相手にせかされて，夜もねずに急いで仕事をすることがある。でも
庭師は急いで木を成長させるわけにはし、かなし、。生長するのをじっくりと
待つ以外にない。教育の場合はどうか。今のべた三つと比較して考えると
一層はっきりする。
職人が良い仕事をしようと思えば， じっくりと時聞をかけねばならなし、。
急ぐ心は製品の組雑さにつながる。もっとも，大まかな仕事の場合なら，
徹夜なりなんなりしてある程度時聞をはやめることはできる。それに反し，
精密な仕事になればなるほど，根をつめιっくりとやらねばならない。例
えば，時計職人とか精密工の場合がそうである。
庭師や農夫の場合はまた別の意味で忍耐を必要とする。動物の飼育係の
場合もそうである。植物や動物は自然の法則にしたがって生長する。人は
そのための環境を整備してあげることはできても，生長そのものに子を加
えることはできな~"'0それはそれ独自の法則にしたがって生長する。芽が
でたからといってそれをつまんで引っぱり上げても何にもならない。下子
をするとちぎれてしまう。それが内部から生長するのを待つ以外にない。
乙の分野では乙とのほか忍耐が必要である。
教育の場合は事情が若干乙となる。子供の成長はたしかl乙植物と同じ面
をもっ。自然の法則にしたがって徐々にしか成長しないという面をもっ。
だが反面，大人の子がうまく加わればその成長ははやまるという面ももっ。
特に精神面についてはそうである。うまい教師に教われば，理解もはやい
し，知的な伸びもはやし、。良い環境に育てば良い子が育つという面がある。
他方，子供の方も親や教師の期待にそうよう頑張るか頑張ら主いかによっ
て結果にちがし、がでてくる。ここに手を加えたり，叱陀激励したりする余
地がでてくる。植物の場合はそれが内部から生長するのを唯待つだけだが，
人の場合は子を加えれば加えるだけ良くなるという面がある。だから親た
ちはいろいろと手を加えたり，叱陀激励したりすることになるのだが，こ
れがあまり度をこすと子供はその重圧にあえぐことになる。勿論叱陀激励
してよい面は沢山ある。学習の面で，あるいは稽古事の面で，練習すれば
するほど上達するということは沢山ある。これらの面ではある程度尻をた
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たいても良いであろう。でも事が精神的なこと道徳的主ことになるとそう
はいかない。今度こそ良い子になるからと約束していた子が，あくる日比
は元の状態になったり，今年こそは一生懸命勉強するからと誓っていた子
が二三ヶ月もするとだらけたりといったことは日常茶飯事である。また教
育をすればするほど人格的に立派になるとは限らなL、。人は諸々の弱さを
もって生きている。邪悪な面も沢山ある。落ちこぼれつつもなお向上を求
めて生きる。これが人間である。親や教師は自己もまたそのような人間で
あるとの自覚のもと，辛抱強く子供を見守らねばならない。時に大きな翼
で包み，時につっぱね，時に励ましつつ，彼らの成長の伴走者となる以外
にないのではないだろうか。教育の場での認耐は職人のそれとも.農夫の
それともことなる(1.54-60)。
(3)成熟した教師の態度
付)明るさ(die Heiterkeit) 
これは子供の無邪気な明るさとはちがう。長い人生の経験をへて，酸い
も甘いもかみわけ，いろいろの悩み苦しみをのりとえてきた人が得る乙と
のできる心の状態で、ある。若いうちは悩み苦しみの中にのめりこみ，その
中で岬時するが，ある程度年をとってくると，人生のいろんなことを広い
視野高いところからみられるようになる。若者の心は時にくもり，時Iζ荒
れるが，そのような人の心はいわば秋晴れでスカッとしている。だが熱狂
的なと乙ろはない。若い教師なら子供の中にはいりこみ，一緒に遊び泣く
だろうが，このような教師は対象にのめり乙むことはない。いつもある一
定の距離をたもっている。といっても冷ややかなのではない。いつもほほ
えみ，子供らを大きく包む。その明るさに接すると，子供らの頭の中まで
すっきりとするであろう。乙の明るさは教室では特に必要で、ある。教室は
理性的な勉強の場である。そこでは勤勉と真面目さが強調される。そ乙で
はとかく重苦しい雰囲気退屈さが支配しがちである。このような場でこそ，
すかっとした明るさが必要である。その明るさに接することにより，子供
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の心もすかっとなり，生き生きとしてくるであろう(1 • 62 -67)。
(同フモール(Humor) 
〔広辞苑によるとユーモアは上品な酒落，譜謹とのっている。ドイツの
辞典にもこの意味はのっているが，ひしろ次のような意味で使われること
の方が多いようである。人生や乙の世の不完全さを明るくさらっと受けと
りそれをうけ流す心のゆとり(注2) ，人生の陰の側面をもさらりとうけ
とる能力(注3)，人生のむずかしいこと深刻なことをゆったりした心で・
ながめ笑ってうけながす能力(注4)というようにである。これは若者が
身につけることのできる能力ではない。人生の長い経験をへて，酸いも甘
いもかみわけではじめて身につく能力であろう。人生のいろいろのことを
広い視野から，あるいは少し高いところからながめて，それをさらりとう
けながせるようになったら人生の達人である。乙れはなかなかむずかしい。
で色良き教師たろうとするものはこれをめざして努力すべきものであろう〕。
フモールは教育の視野からみると次のようになる。
子供たちもまたいろんな悩みをかかえて生きている。時に苦しみ，時iζ
泣き，時に行きずまって途方にくれることもある。大人の立場からみると
さほどでもないことも，彼らにとってはとても重大に思えるかもしれなし、。
そういう時，教師や親が広い視野からそれを位置づけてやったり，笑いつ
ったいしたことはないよと言ってあげることにより，彼らの心にも安心惑
がわくであろう。
例えば，指を怪我して血を流した場合，子供はとても深刻にうけとって，
泣きさけぶかもしれなL、。そういう場合，親や教師が「大したことない。
大したことない」といって処置してやり，まじないの一つもしてやれば子
供らは泣きつつも安心するであろう。
注2 Duden: Bd.10， Bedeutungswりrterbuch，1970， S.344. 
注3 Wahrig: Deutsches Worterbuch， 1974， S.1835 
注4 Ullstein Lexikon der deutschen Sprache， 1969， S.443. 
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あるいは，大人がとても大事にしていたものを乙わしたり， しみをつけ
たりした場合，怒られはせぬかと途方にくれるかもしれない。そういう場
合，大人が「お前が注意していなかったのは悪いけど，今度は仕方がなし、。
次からは注意しなさい」といって，それが買えばあるものだといったり，
修理したら元どおりになるよといったりして慰めることにより，事態を軽
いものにすることができるかもしれなb、。
あるいはもっと大きな子で，大きな失恋をしてこの世がまつくらになり
自殺しかねないような若者の場合を考えてみよう。経験ある教師なら乙う
いうだろう。「今は確かに苦しいだろう。でも先人もそうやって苦しんだ
んだよ。今は苦しいかもしれないが，時が必ずいやしてくれる。人はそうし
て大きくなるものさ。このことがきっと君の人生を深いものにしてくれる
だろうよ」と。その他いろいろの慰め方があるだろう。いずれにせよ経験
ある教師の広い視野，余裕ある態度が若者にも伝わり，彼らをとらわれか
ら解放するであろう。
次lζ，子供が反抗する場合を考えてみたし、。反抗は子供が成長する過程
につきものである。時にふてくされたりもする。それに対して，いちいち
カッとなって怒ったらどうなるであろう。事は大きくなるばかりである。
そんな時大人の方も反省しなくてはならない。「自分もああして反抗した
りしたつけ。おEい獣的な面をもっ人間だ。いつもきれいCとだけではす
まされぬ。ああいう乙ともありながら大きくなるんだよな」と。その時大
人の顔K苦笑いが生じるだろう。そして子供の態度をゆるす心の余裕もで
てくるだろう。そうすれば，表面では怒りつつも内心は軽い気持であった
り，ユーモアで茶化したり，大きな愛で包みこむ余裕もでてくるかもしれ
ない。
乙のフモールKも勿論限界はある。これは事態がさほど深刻でない場面
K現わるべきもので，事が本当に深刻になった場合には顔を出してはなら
ぬ。子供が本当に悪い場合には徹底的に怒らねばならない。大人の立場を
一歩もゆずらず子供に要求をっきつけねばならぬこともある。軽くいなし
たり，高笑いしたりできない場面もある。そういう場合も茶化したりして
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いるようでは親や教師としての責任を全うしていない乙とになる(H. 67 
-70 )。
。市親 切
〔聖書コリント人への第一の手紙K次のような言葉がある。「たといわ
たしが，人々の言葉や御使いたちの言葉を語っても， もし愛がなければ，
わたしは，やかましい鐘や騒がしい鏡鉢と同じである。たといまた，わた
しに預言をする力があり，あらゆる奥義とあらゆる知識とに通じていても，
また，山を移すほどの強い信仰があっても， もし愛がなければ，わたしは
無に等しい j。乙のことは教育にもそのままあてはまる。いくら教育方法
にたけ，教育施設をととのえても，愛なくばそれらは生きてこない。教育
行為を最後に生かすもの，それは愛である。ボルノウは愛と親切をあとで
のべるように分けている。厳密には分けて考えなくてはならぬだろうが，
大きくは親切も愛の一様態ととらえられるのではないか。ボルノウは次の
ようにのべている。〕
愛は愛するに価するものを愛し，そうでないものを疎んじる。愛は愛し
かえされることを要求する。親切はそれを要求しない。貧しきもの，劣れ
るものに暖かい愛を注ぐのみである。むろんその行為が感謝されたり，ひ
かえめな形で愛しかえされたりすれば，望外の喜びとするであろう。他面，
親切は素朴な人のよさとも違う。これはどちらかといえば生まれっきのも
のである。それに対し，親切は幾多の苦難をへて，それを克服した人のみ
が得ることのできる徳である。彼は人生が苦しみにみちていること，複雑
なことをしっている。彼はいわば人生の迷路に通じている。あまりの辛さ
に会うと人はとかく自己の殻にとじこもりがちだが，彼はそれでもなお心
を開き，暖かい手をさしのべようとする。
乙のような徳は若者には得がたい。人生のいろいろの経験をへてきた年
輩の人にしてはじめて得られる徳である。むろん，若くして病の苦しみを
しり，大きな試練をへて， この徳をみにつけているものもいる。だがその
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親切の特徴はフモールとの比較において一層はっきりする。フモールは
さほど深刻でない場合に有効である。子供らは視野がせましさほど重要
でない事柄でも深刻に悩んだり行きづまったりする。大人は広い視野から，
それを位置づけて慰めたり，ユーモアとともにさらりと洗い流してあげた
りすることができる。だが事が深刻になった場合にはこういう態度ではい
けなし、。親切はこういう場合にこそ重要となる。例えば，子供が誠実であ
らねばならぬ場合，あるいは道徳的に正しいことを守らねばならぬ場合，
大人はその要求を頑として貰ぬかねばならない。その要求にこたえる乙と
はなかなかむずかしL九彼はそれを知っている。人間は弱いもの，悪の面
をもつことを十分しっている。それでもなお要求する。それが人となるた
めに大切なものであるならば。でも冷酷に要求するのではない。暖かさを
秘め，時に励まし，時に援助の手をさしのべて，子供と共lζ歩くのである
( H . 70 -72 )。
〔以上ボ、ルノウの説を中心にみてきた。「教師に望ましい資質」とか，
「教育lと望ましい条件」とカ北、う場合，とかく理想をのべがちである。大切
なのは，現実をどの程度ふまえて望ましい姿をのべるかという乙とである。
人聞は弱さ，獣的面，怠惰な面をもちつつ，なおかつ強さ，理屈を求める
矛盾した存在である。その点ポルノウはかなり微妙なところまでのべえて
いる。むろん教育がうまくいく条件はこれだけでなし、。経済的面，制度・
組織的面，教育方法的面等いろいろの条件が考えられねばならなし、。ここ
ではそのうちのー側面を考察したにすぎなし、。
また次の点も考えておかねばならなし、。良き環境が，必ずしも良き人間
を育てるとは限らないということである。理想とはほど‘遠い環境に育ち主
がら，力強く生きた人，人間的に深みのある人は幾人もいる。その逆もま
た真である。だからといって望ましい条件の考察は意味がないというので
はない。より良き条件を学問的に考察することはむろん必要である。ただ，
人聞は必ずしも因果律だけに支配されるものでないこと，人生lζは不確定
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要素がつきものだということを頭に入れておく必要がある〕。
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